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【実践レポート】
小学 2 年生における協同問題解決のプロセスと 
規範および向社会性の促進との関連
　
























































































































































































A 市立 B 小学校　第 2 学年 2 組
男児 11 名　女児 12 名　計 23 名
２　期間





として，第 1 回（5/30），第 3 回（7/11），第 6 回（2/6）

















































































































































カテゴリー 第 1 回 第 3 回 第 6 回
?????浅い交流的意見（SS） 5（6%） 1（1%） 0（0%）
深い交流的意見（SD）＊ 34（44%） 37（54%） 51（72%）
浅い交流的質問・提案（QS）＊ 17（22%） 3（4%） 1（1%）
深い交流的質問・提案（QD） 3（4%） 0（0%） 0（0%）
交流的応答（A） 5（6%） 9（13%） 0（0%）
??????
援助的発話（H） 3（4%） 0（0%） 1（1%）
協力的発話（C）＊ 9（12%） 11（16%） 11（15%）
共有的発話（S）＊ 2（3%） 7（10%） 7（10%）































































S S Q Q A H C SS D S D
1-1 司 B 17 児さん。
1-2 17 児 はい。私は，リレー…聞いてください。
1-3 一部 はい。
1-4 17 児 私は，リレーをやりたいです。どうしてかというと，まだリレー
をやったことがないから，1 回やりたいからです。
〇
1-5 黒 D （リレーの短冊の下に○を記入）
1-6 一部 分かりました。
1-7 司 B 4 児くん。
1-8 4 児 はい。ドッジボールに質問です。11 児くんが骨折していて，見学
したら，お楽しみ会にならないです。どうすればいいんですか。
〇 〇 〇
1-9 3 児 見学がだめなら，
1-10 4 児 見学，そしたら 11 児くんができんのんだったら，お楽しみ会にな
らないから。
〇 〇
1-11 3 児 （T1 に促されながら「見学がだめならの続きを聞くように指示」）
見学がだめなら，審判になってくれたらいいと思います。
〇
1-12 一部 あ～あ，審判！ 〇
1-13 9 児 （T1 に促されながら「付け加えがありますって言えばいいと指示」）
付け加えがあります。
1-14 司 B （T1 に促されながら「当ててあげてくださいと指示」）9 児さん。
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4）。2-6 からは，みんながルールを理解していることと，
みんなが楽しそうだったことを併せた発言が多くみら




第 6 回の議題は，「立派な 3 年生になるための目標




















のの，2 月には 81.8% となった。また，同月の Hyper-
QU の診断でも，「ほとんどの児童にとって，学級が
安心できる居場所となっており，その中で自分らしく






S S Q Q A H C SS D S D
2-1 司 B 4 児さん。（名簿に〇を記入する）





2-5 司 B 20 児さん。（名簿に〇を記入する）






2-9 司 B 1 児さん。（名簿に〇を記入する）





2-13 司 B 13 児さん。（名簿に〇を記入する）





2-17 司 B 9 児さん。（名簿に〇を記入する）
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S S Q Q A H C SS D S D
3-1 司 A 今出ている意見の中で，最初にみんなで頑張ったらいいと思う意
見を言ってください。意見を言う人は，理由も言ってください。
3-2 司 B 17 児さん。







3-6 司 B 13 児さん。
3-7 13 児 はい。聞いてください。
3-8 全員 はい。









3-12 司 B 10 児さん。






























































をしている児童が 69.9% から 90.9% に増加していた。
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